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論文内容の要旨
本論文は，軟磁気特性の発現の理論的解析に立脚した多結晶磁性薄膜の軟磁気特性と薄膜磁気ヘッドへの応用に関
する研究の成果をまとめたもので，全 7 章より構成されているo
第 l 章では，磁性薄膜材料開発の必要性と磁性薄膜材料を使用した磁気ヘッド開発の必要性を述べるとともに，本
研究の目的を示している。
第 2 章では，メゾスコピック系の磁性に関して，多結晶磁性薄膜が面配向した場合の結晶磁気異方性と磁歪につい
て，さらに磁気特性と結晶粒径の聞の関係を理論的に解析しているo また，結晶粒径が小さい時に問題となる異方性
分散について考察しているo 以上の解析結果を基に，面配向した多結晶磁性薄膜の誘導磁気異方性を表す式を導出し
ている。
第 3 章では. Fe -Al -Si 膜を電子ビーム蒸着を用いて成膜する場合，膜厚方向に多少組成が変化するが，全体
の平均組成をセンダスト標準組成の近くに設定すれば，軟磁気特性が出現することを示すとともに，成膜された Fe­
Al-Si 膜の最適熱処理条件を明らかにしている o
第 4 章では，結晶磁気異方性が小さい材料として電子ビーム蒸着法による (110) 面. (1 11) 面配向した Fe -Alｭ
Si 膜，結晶磁気異方性が大きい材料としてイオンビームスパッタ法による(112) 面配向した Fe -Si -N膜を用い
た実験により第 2 章の計算結果を検証し，面配向した多結晶磁性薄膜の材料開発指針を，材料の持つ結晶磁気異方性
が大きい場合と小さい場合について明らかにしているo
第 5 章では，等価磁気回路法で薄膜磁気ヘッドの効率を解析し漏れ磁束の低減による再生効率向上の可能性を示
し，解析結果を Fe -Al - Si 膜を用いた薄膜磁気ヘッドの作製実験で検証ーしている o さらに，薄膜磁気ヘッドの記
録効率の向上を高飽和磁束密度材料 Fe -Si -N膜を用いた薄膜磁気ヘッドの作製実験で実証している。
第 6 章では，磁性薄膜の透磁率の測定上の問題点を明らかにし対策を示している。特に. 8 字コイル法で磁性薄膜
の透磁率を測定する場合，反磁界係数の計算方法として積分法が有効であることを実験により明らかにしているo
第 7 章では，本研究を総括し，得られた成果をまとめている o
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論文審査の結果の要旨
磁気記録の分野では，記録媒体と磁気ヘッドの進歩に伴い記録密度は年々向上している O 本研究は，磁気ヘッド側
の課題とされてきた多結晶磁性薄膜の高透磁率化と薄膜磁気ヘッドの高効率化を目的としている。多結晶磁性薄膜の
軟磁気特性と磁気ヘッドの効率の理論解析に立脚し，一例として取り上げた Fe -Al - Si 合金膜及び Fe -Si -N 
合金膜の高透磁率化，さらに，それらの膜を用いた薄膜磁気ヘッドの高効率化を実現したものである。得られた主な
る成果は以下のとおりである o
(1) 高配向した多結晶磁性薄膜の誘導磁気異方性を結晶磁気異方性と磁歪を介した応力により誘起される磁気弾性異
方性の和と考えることにより軟磁気特性の発現を理論的に考察することを可能にしている o これにより軟磁性薄膜
材料の設計指針が得られ，多結晶磁性薄膜の誘導磁気異方性を考慮することが，材料開発の有効な手段であること
を明らかにしている。
(2) 多結晶磁性薄膜の薄膜磁気ヘッドへの応用展開を考え，再生効率と記録効率の向上を等価磁気回路法で解析し，
磁気ヘッドを試作することにより解析結果を確認している o これにより，多結晶磁性薄膜を用いた薄膜磁気ヘッド
の応用展開のさらなる可能性を示している o
(3) 磁性薄膜の評価方法である 8 字コイル法による透磁率の測定で問題点とされていた反磁界の計算方法として積分
法が有効であることを示している o これにより，多結晶磁性薄膜の軟磁気特性の解析手段を確立している o
以上のように本論文は理論解析に立脚し多結晶磁性薄膜を高透磁率化することに成功するとともに，薄膜磁気ヘッ
ドの高効率化にも成功している D この結果は新たな多結晶磁性薄膜及び薄膜磁気ヘッドの開発指針を与え，精密科学
の発展に寄与するところ大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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